
日本の持続的な成長と活性化を目指す
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技術経営人財の育成と活用

1 Earnest Vol.04 No.1 January 15.2016

1/15 2016誠実を伝える情報紙

Vol.04 No.1  (S013)

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

明日使える実践力を鍛える ・・・・・・・・・ ４頁
－ 生きた経営学を講師と学ぶ －

[定時評議員会]

技術経営人財の育成と活用に取り組む ・・・・・・・・・ ２頁
第４期の事業計画を12月開催の評議員会で承認

現在多くの日本企業は迷路から抜け出せない ・・・・・・・・・ ６頁

グローバル研究の成果を問う

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
業
を
拡
大
さ
せ
て
大
き
く
企
業
を
成
長
さ
せ
る
と
い

う
事
は
、
多
く
の
経
営
者
の
目
指
す
所
で
あ
り
ま
す
。

私
は
20
00
年
、
９
名
の
社
員
を
持
つ
会
社
の
社
長
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
、
現
在
企
業
グ
ル
ー
プ
社
員
総
勢
７
千
名

を
束
ね
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
企
業
の
社
長
と
し
て
日
々

の
経
営
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

何
故
16
年
間
と
い
う
短
期
間
で
こ
れ
だ
け
大
き
な
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
た
の
か
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
自
分
な
り
に
考

え
て
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
運
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
６
社

が
統
合
す
る
際
に
全
社
の
中
で
最
も
成
長
が
著
し
い
会
社
の
社
長

で
あ
っ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
私
が
相
応
し
い
と
い
う
事
で
社
長

に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
小
さ
な
ゼ
ネ
コ
ン
で
働
い
て
い
た
時
に
、
４
社
が
係
わ

る
大
き
な
学
校
校
舎
建
替
え
の
Ｊ
Ｖ
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

最
盛
期
で
１
日
に
５
百
名
を
超
え
る
よ
う
な
作
業
員
が
働
く
大

規
模
現
場
の
担
当
工
事
責
任
者
と
い
う
立
場
で
参
加
し
ま
し
た
が
、

初
め
て
の
経
験
で
、
規
模
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
途
中
で
自
信

が
な
く
な
っ
て
、
現
場
の
副
所
長
に
自
分
で
は
責
任
者
は
無
理
で

は
な
い
か
と
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の
時
「
今
ま
で
あ
な
た
が
や
っ

て
き
た
現
場
で
現
場
が
完
成
し
な
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
か
？
」

と
問
わ
れ
「
私
が
係
わ
っ
た
現
場
は
、
全
て
完
成
し
ま
し
た
」
と

答
え
ま
し
た
。
「
で
は
、
大
丈
夫
工
事
は
絶
対
に
完
成
し
、
良
い

経
験
に
な
る
か
ら
是
非
頑
張
っ
て
み
な
さ
い
」
と
励
ま
さ
れ
、
後

に
そ
の
通
り
立
派
な
建
物
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
で
は
こ
の
工
事
の
経
験
が
自
分
の
大
き
な
自
信
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
困
難
に
立
向
か
い
未
知
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
人
間
の

器
が
大
き
く
成
っ
て
行
く
と
い
う
私
の
経
験
で
あ
り
ま
す
。

も
し
、
あ
の
時
の
副
所
長
の
励
ま
し
が
な
く
自
分
が
諦
め
て
い

た
ら
、
現
在
の
自
分
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
１
年
に

１
回
そ
の
現
場
の
同
志
が
集
ま
り
、
思
い
出
を
語
り
合
う
友
人
関

係
が
続
い
て
い
ま
す
。

企
業
を
成
長
さ
せ
る
の
は
、
部
下
の
器
を
大
き
く
な
る
よ
う
に

育
て
て
い
く
と
い
う
事
の
繰
り
返
し
で
実
現
す
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
上
司
が
部
下
を
し
っ
か
り
育
て
る
と
言
う
関
係
が
重
要
で
す
。

社
長
と
し
て
全
体
を
見
回
し
、
各
所
の
所
属
部
下
達
が
し
っ
か

り
育
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
日
々
見
守
り
、
援
助
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
企
業
成
長
に
大
切
で
あ
る
と
、
年
頭
に
あ
た
り
再
確
認

し
ま
し
た
。

（
西
河
洋
一)

［グローバル研究会（前田光幸座長）］

［西河技術経営塾 実践経営スクール・基礎コース（西河洋一塾長）］
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定時評議員会

2015.12.16財団の事業計画

平
成
27
年
12
月
16
日
、
一
般
財
団
法

人
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財
団
内
会
議
室
に

お
い
て
第
３
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催

し
た
。
大
橋
克
已
を
評
議
員
会
の
議
長

に
選
任
し
議
事
に
入
っ
た
。

「
第
３
期
（
平
成
26
年
度
）
事
業
報

告
の
承
認
」
「
決
算
報
告
書
（
第
３
期

（
平
成
26
年
度
）
）
の
承
認
」
「
第
４

期
事
業
計
画
の
承
認
」
「
第
４
期
収
支

予
算
書
」
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

持
続
的
な
成
長
と
活
性
化
に
取
り
組
む

日
本
経
済
低
迷
原
因
の
一
つ
に
起
業

が
少
な
い
こ
と
と
、
多
く
の
企
業
が
守

り
の
経
営
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
日
本
に
は
、
良
い
技
術
や
技
能
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
事
業
化
の
壁
は

高
く
、
起
業
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
新
規

事
業
に
取
り
組
む
企
業
は
少
な
い
。
我

が
国
の
持
続
的
な
成
長
と
活
性
化
に
は
、

実
践
的
な
起
業
家
や
事
業
家
な
ど
の
経

営
人
財
の
育
成
と
活
用
に
取
り
組
む
。

第
３
期
を
振
り
返
る
と
財
団
の
公
益

目
的
事
業
で
あ
る
「
人
財
の
育
成
と
活

用
に
関
す
る
事
業
」
に
取
り
組
み
成
果

を
上
げ
た
。
財
団
の
活
動
へ
の
期
待
が

年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

第
４
期
で
は
、
第
３
期
ま
で
に
取
り

組
ん
で
き
た
財
団
の
公
益
目
的
事
業
で

あ
る
「
人
財
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る

事
業
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も

に
質
の
向
上
や
財
団
の
認
知
度
を
高
め

る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
む
。

具
体
的
に
は
「
技
術
経
営
人
財
育
成

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
」
「
西
河
技
術
経
営

塾
」
「
調
査
研
究
委
員
会
」
「
事
業
資

金
の
提
供
」
「
コ
ン
サ
ル
事
業
」
「
広

報
・
広
告
宣
伝
」
「
公
益
財
団
化
の
取

り
組
み
」
「
外
部
団
体
と
の
連
携
」
に

取
り
組
む
。

日
本
型
の
技
術
経
営
を
学
ぶ

「
変
革
期
の
リ
ー
ダ
ー
が
学
ぶ
こ
と

は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
技
術
経
営

人
財
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
２
カ
月
に
１
回

程
度
開
催
す
る
。
参
加
定
員
を
18
名
と

し
財
団
内
会
議
室
で
実
施
す
る
。
各
種

調
査
研
究
委
員
会
の
委
員
を
中
心
に
、

経
営
者
や
経
営
経
験
者
が
参
加
し
、
講

師
の
問
題
提
起
に
対
し
て
意
見
交
換
を

主
体
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。
講
演

者
と
参
加
者
と
の
意
見
交
換
の
中
か
ら

新
し
い
気
付
き
や
知
見
を
得
て
い
く
。

日
本
型
経
営
、
日
本
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
情
報

現
状
、
教
材
の
多
く
は
米
国
の
経
営

ビ
ジ
ネ
ス
書
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
本
人

の
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
に
基
づ
い
た
経
営
書

は
少
な
い
。
本
セ
ミ
ナ
ー
で
の
意
見
交

換
を
含
む
内
容
を
議
事
録
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
、
日
本
型
経

営
、
日
本
の
技
術
経
営
（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）
に

関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
。

図１ 人財の育成と活用に関する財団の公益事業

技術経営人財の育成と活用に取り組む

第4期の事業計画を12月開催の評議員会で承認

人財の育成と活用に関する公益事業の構成

技術経営人財育成セミナー

西河技術経営塾

事業資金の提供

実践経営スクール・基礎コース

上級コース検討研究会

調査研究委員会

グローバル研究会

コンサル事業

ヒューマン・リソース・マネジメント
（ＨＲＭ）研究会
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と
な
り
経
営
指
導
を
行
え
る
よ
う
な
事

業
の
資
金
の
提
供
を
原
則
と
し
た
い
。

事
業
収
益
を
出
せ
る
事
業
に
育
成
し
、

雇
用
を
創
出
し
、
税
金
を
沢
山
払
え
る

事
業
会
社
に
育
成
す
る
こ
と
こ
そ
、
日

本
を
豊
か
に
す
る
道
筋
で
あ
る
。

経
営
人
財
の
育
成
の
た
め
の
投
資

既
存
の
公
益
財
団
の
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
事
業
資
金
の
提

供
に
資
金
貸
付
ま
た
は
助
成
（
応
募

型
）
が
あ
る
。
資
金
の
貸
し
付
け
は
、

金
貸
し
業
で
あ
っ
て
経
営
に
口
を
出
す

こ
と
を
し
な
い
。
ま
た
助
成
（
応
募

型
）
で
は
、
返
済
の
必
要
の
な
い
金
を

配
る
。
国
の
助
成
金
を
使
う
こ
と
が
目

的
の
会
社
を
良
く
見
る
。
事
業
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
営
業
行
為
を
せ
ず
に
行

う
研
究
・
開
発
型
の
事
業
と
な
っ
て
い

る
の
が
現
実
で
あ
る
。
国
の
資
金
が
、

技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
終
わ
っ
て
い

る
。
社
会
的
な
変
革
を
伴
う
よ
う
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
に
は
、
市
場

創
生
が
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経

営
学
を
学
び
、
経
営
経
験
者
か
ら
の
指

導
を
受
け
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
。

人
財
活
用
事
業
と
し
て
役
員
を
推
薦

経
営
人
財
の
育
成
は
、
事
業
資
金
の

提
供
を
行
い
な
が
ら
の
指
導
・
育
成
が

現
実
的
で
あ
る
。
株
式
投
資
を
基
本
に

し
た
事
業
の
資
金
の
提
供
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
株
主
の
一
員
と
し
て
経
営
に

意
見
を
言
え
る
投
資
が
現
実
的
で
あ
る
。

技
術
経
営
人
財
の
活
用
事
業
と
し
て
、

取
締
役
や
監
査
役
を
投
資
先
の
要
請
に

応
じ
て
財
団
は
登
録
人
財
を
推
薦
す
る

こ
と
で
も
優
秀
な
経
営
人
財
を
育
成
す

る
。
う
そ
の
無
い
実
像
の
世
界
で
投
資

を
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
回
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
経
営
指
導

コ
ン
サ
ル
事
業
は
、
技
術
経
営
人
財

の
育
成
と
活
用
に
取
り
組
む
事
業
の
一

環
で
あ
る
。
経
営
指
導
を
資
本
関
係
の

な
い
会
社
を
含
め
て
広
く
対
応
す
る
時
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
派
遣
事
業
に
取
り
組

む
。
事
業
資
金
の
提
供
先
な
ど
の
指
導

は
、
無
償
で
の
コ
ン
サ
ル
対
応
（
経
営

指
導
）
を
基
本
と
す
る
が
、
実
費
を

ベ
ー
ス
に
契
約
先
の
事
業
規
模
に
応
じ

て
有
償
の
コ
ン
サ
ル
契
約
を
取
り
交
わ

す
こ
と
が
あ
る
。

公
益
認
定
不
認
定
に
不
服
審
査
請
求

昨
年
度
は
内
閣
府
に
公
益
認
定
の
申

請
を
お
こ
な
っ
た
。
前
々
年
度
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
公
益
認
定
の
申
請
に
つ

い
て
昨
年
10
月
に
「
公
益
認
定
の
基
準

に
適
合
す
る
と
み
と
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
、
不
認
定
」
と
の
答
申
が
出

さ
れ
た
。
不
認
定
の
理
由
に
事
業
資
金

の
提
供
が
あ
っ
た
が
、
同
じ
事
業
を

行
っ
て
い
る
公
益
法
人
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
「
行
政
不
服
審
査
請

求
」
を
12
月
に
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出

し
た
。

財団の事業計画

西
河
技
術
経
営
塾
３
期
生

本
実
践
経
営
ス
ク
ー
ル
（
西
河
技
術

経
営
塾
）
は
、
基
礎
コ
ー
ス
、
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
、
指
導
者
コ
ー
ス
の
３
つ

の
階
層
で
構
成
し
て
い
る
。

「
基
礎
コ
ー
ス
」
は
、
15
年
９
月
に

第
３
期
の
塾
生
６
名
を
迎
え
開
塾
し
た
。

２
期
生
ま
で
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま
え

て
、
技
術
経
営
実
務
に
役
立
つ
基
礎
知

識
お
よ
び
創
造
力
の
鍛
錬
に
取
り
組
む
。

「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」
「
指
導
者
コ
ー

ス
」
は
、
前
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
上

級
コ
ー
ス
検
討
研
究
会
」
の
な
か
で
そ

の
あ
り
方
の
答
申
案
を
16
年
9
月
末
ま

で
に
作
成
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
の
成
果
を
出
版
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
（
座
長

前
田

光
幸
）
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
ビ
ジ

ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
を
考

え
る
と
必
ず
し
も
経
済
だ
け
で
は
な
く
、

文
化
、
宗
教
、
マ
ナ
ー
な
ど
あ
る
。
経

営
者
と
し
て
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
。

海
外
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
豊
か
な
研
究

員
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
年
目
に
あ

た
る
本
年
度
は
、
研
究
会
で
の
成
果
を

整
理
し
、
書
籍
と
し
て
出
版
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
。
今
期
で
２
年
間
の
活
動

を
終
え
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
Ｈ
Ｒ
Ｍ
を
研
究

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）
研
究
会
を
今
年
度

中
に
立
ち
上
げ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究

会
で
の
研
究
で
明
確
に
な
っ
た
が
、
日

本
型
経
営
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
財
の
育
成
と
管
理
が
課
題

で
あ
る
。
日
本
型
経
営
の
良
さ
を
残
し

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
い
か
に

育
成
し
、
日
本
企
業
の
中
に
取
り
込
む

こ
と
が
で
き
る
か
等
に
取
り
組
む
。

資
金
提
供
、
税
金
の
払
え
る
事
業
に
育
成

ベ
ン
チ
ャ
ー
や
新
規
事
業
の
創
業
支

援
や
事
業
創
生
を
行
う
た
め
の
資
金
の

提
供
お
よ
び
投
資
を
行
う
。

事
業
化
の
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
「
金
も
出
す
が
、
経
営
人
財
も

提
供
す
る
」
「
事
業
を
進
め
る
上
で
の

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
対
策
に
取
り
組

む
な
ど
の
責
任
を
取
る
」
な
ど
を
通
じ

て
投
資
を
す
る
。
（
図
２
参
照
）
株
主

西河技術経営塾では、講師全員が塾生と一緒
に全講義を受講し、意見交換を行っている

定時評議員会

事業資金の提供：具体的プロセス（基本手順）

１．募集

２．書類審査

３．プレゼンテーション

４．企業訪問（実査、キーマンとの面接など）

５．事業計画の再評価とインタビュー

６．交信調査（企業、取引先、顧客、係争など）

７．理事長面接

８．理事会提案

１．事業領域（技術経営人財の育成と活用）に特徴
（１）技術経営（MOT)分野

（２）次世代の日本型経営

（３）日本企業のグローバル化対応

２．調査研究成果の公表（無償での人財育成）
（１）収益目的でない調査研究の取り組み

（２）経営人財育成を目標とした成果の公表

（３）人財育成の教材への活用

３．非営利活動（収益モデルにならない事業モデル）
（１）西河技術経営塾の価格と定員（5名）

（２）セミナーの運営

（３）情報の公開（経営レベルの向上）

民間シンクタンク機関（例えば、三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティン

グや野村総研等）やビジネススクールではできない、公益法人だからこそ

できる＋αの何かとは。

図３ 財団活動と営利競合

図２ 事業資金の提供（基本手順）



4 Earnest Vol.04 No.1 January 15.2016

回
転
率
重
視
、
事
業
サ
イ
ク
ル
の
最
小
化

16
年
10
月
の
演
習
（
７
回
）
で
西
河

洋
一
塾
長
は
『
経
営
』
と
題
す
る
講
演

を
し
た
。
00
年
1
月
18
日
伏
見
建
設
㈱

代
表
取
締
役
に
就
任
し
て
か
ら
13
年
11

月
1
日
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
就
任
ま
で
の

経
営
経
験
の
一
部
を
紹
介
し
た
。

伏
見
建
設
に
入
社
時
の
社
員
が
自
分

を
入
れ
て
９
名
。
支
払
手
形
の
支
払
い

の
た
め
に
奔
走
。
翌
年
代
表
取
締
役
に

な
り
、
会
社
の
帳
簿
を
検
証
し
た
ら
、

債
務
超
過
で
あ
る
現
状
を
認
識
し
た
。

第
３
者
割
り
当
て
10
億
７
千
６
百
万
円

を
行
い
、
資
本
増
加
に
よ
り
債
務
超
過

を
解
消
。
そ
の
７
割
を
個
人
で
引
き
受

け
た
。
債
務
を
解
消
す
る
に
は
株
式
上

場
す
る
し
か
な
い
事
を
悟
る
。

株
式
上
場
に
よ
る
資
本
調
達
。
土
地

仕
入
れ
資
金
の
調
達
、
自
己
借
入
れ
の

返
済
。
安
定
し
た
利
益
を
生
む
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
取
り
組
ん
だ
。

規
模
の
拡
大
に
よ
り
仕
入
れ
価
格
を

下
げ
る
。
限
ら
れ
た
資
金
を
最
大
限
に

活
用
す
る
。
事
業
サ
イ
ク
ル
の
最
小
化
。

利
益
率
よ
り
回
転
率
重
視
。
質
素
倹
約
、

自
己
資
本
を
で
き
る
だ
け
早
く
高
め
る
。

企
業
体
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
な
ど
。

社
是
、
社
訓
等
や
「
本
気
」
（
図
４
）

な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

戦
術
を
理
解
し
計
画
を
立
て
て
戦
略

『
中
長
期
計
画
を
作
成
す
る
』
と
題

す
る
講
演
（
13
回
）
の
中
で
講
師
の

小
平
和
一
朗
は
、
企
業
理
念
、
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
、
事
業
目
標
を
明
確
に
し
た
う

え
で
、
事
業
計
画
を
立
案
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
中
長
期
計
画
は
、
未
来
に

向
か
っ
て
準
備
す
る
た
め
の
計
画
で
あ

る
。
準
備
に
時
間
が
掛
る
、
人
財
の
育

成
、
研
究
開
発
、
設
備
投
資
な
ど
は
時

間
を
掛
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
上
で
図
５
の
ご
と
く
、
戦

図５ 企業理念、経営ビジョン、事業目標の役割

明日使える実践力を鍛える

現場で自ら体験し、参与しながら
暗黙知を理解する

「技術を要求に対応させるビジネスの中に『人間を見る』というエスノグラ
フィを取り入れる」と主張の根拠を説明する平田貞代准教授。

西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

本 気
本気ですれば大抵のことができる
本気ですれば何でもおもしろい

本気でしていると誰かが助けてくれる

生きた経営学を講師と学ぶ

事業計画：経営企画

行動計画：事業

企業理念

経営ビジョン

事業目標

＊目的を明確にし、いつも確認する習慣を身に付ける

計画

戦略

戦術

戦力

目的

検討

図４ 伏見建設（現アーネストワン）時代からのもの

『経営』というテーマで講演する西河洋一塾長

３期生（2015.9.2～2016.5.25）西河技術経営塾
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広
い
視
点
で
俯
瞰
的
に
見
る
目
を
養
う

淺
野
昌
宏
講
師

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
政
治

モ
ノ
づ
く
り
の
基
本
を
教
え
る

杉
本
晴
重
講
師

西
河
塾
に
つ
い
て
の
特
徴
：多
彩
な
経
営

経
験
者
に
よ
る
実
務
重
視
の
講
義
と
、

受
講
生
の
実
業
を
ケ
ー
ス
と
し
た
演
習

と
議
論
を
通
し
て
実
践
的
人
材
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

講
師
と
心
掛
け
て
い
る
事
：モ
ノ
づ
く
り

を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
を
教
え
、

知
識
習
得
だ
け
で
な
く
自
分
で
徹
底
し

て
考
え
果
敢
に
行
動
す
る
こ
と
を
指
導

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「企業の成長を左右するのは、意
識、企業文化、行動規範だ」と講
義する前田講師。

３期生（2015.9.2～2016.5.25）

世
間
で
立
派
に
通
用
す
る
経
営
者

大
橋
克
已
講
師

西
河
技
術
経
営
塾
は
経
営
を
学
ぶ

「
塾
」
な
の
で
す
。
大
学
や
専
門
学
校

で
学
び
卒
業
す
る
と
学
士
や
○
○
師
・

士
の
資
格
を
得
る
事
が
出
来
、
社
会
通

念
上
そ
の
分
野
に
お
い
て
「
立
派
に
」

仕
事
が
で
き
る
資
格
を
持
つ
人
と
評
価

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
塾
で
一
緒
に
学
ぶ
目
的
は

経
営
師
や
経
営
士
を
目
指
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
世
間
で
立
派
に
通
用
す

る
経
営
者
に
な
る
こ
と
で
す
。
み
な
さ

ん
自
身
が
世
間
で
通
用
す
る
経
営
者
に

な
ろ
う
と
す
る
意
欲
が
あ
る
か
ど
う
か

で
す
。
講
師
は
み
な
さ
ん
が
経
営
の
技

に
気
付
く
た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
し
か

す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

的
・
経
済
的
要
因
に
加
え
て
Ｉ
Ｔ
技
術

の
発
展
と
普
及
に
よ
り
急
速
に
進
み
、

地
球
儀
を
睨
み
な
が
ら
の
戦
略
が
不
可

欠
と
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
観
点

よ
り
、
塾
生
に
は
広
い
視
点
で
俯
瞰
的

に
見
る
目
を
養
っ
て
欲
し
い
の
で
「
海

外
市
場
と
貿
易
取
引
」
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
「
Ｍ
＆
Ａ
、
知
的

財
産
」
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と

失
敗
学
」
の
講
義
で
は
し
っ
か
り
と
学

ん
で
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

力
を
把
握
し
、
戦
術
を
確
認
し
て
戦
略

を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
出
鱈
目
と
な
る
。

戦
略
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
し
ま
っ
て

は
組
織
は
崩
壊
す
る
。

【
講
師
の
コ
メ
ン
ト
】

経
営
学
は
生
も
の
、
新
鮮
情
報
で
仕
事

小
平
和
一
朗
講
師

塾
は
３
期
目
に
入
り
、
西
河
経
営
塾

の
強
み
に
も
磨
き
が
か
か
っ
て
き
ま
し

た
。
当
塾
の
最
大
の
特
長
は
講
師
全
員

が
全
講
義
を
聴
講
し
、
塾
生
と
一
緒
に

意
見
交
換
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
経

営
学
は
複
合
学
で
す
。
専
門
外
の
情
報

や
多
様
な
意
見
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
情
報
の
融
合
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

演
習
で
は
、
塾
生
が
今
取
り
組
ん
で

い
る
経
営
課
題
を
教
材
に
し
ま
す
。

塾
生
は
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
会
社
に

お
土
産
と
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
生
き
た
新
鮮
な
知
識
を
会
社
で

直
ぐ
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
い

前
田
光
幸
講
師

企
業
の
成
長
に
と
っ
て
技
術
力
、
戦

略
力
、
経
営
的
手
法
の
巧
拙
と
い
う
三

つ
の
要
素
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は

む
し
ろ
表
に
出
て
い
る
結
果
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
生
む
内
在
的
な
力
と
い
う
も
の

は
、
組
織
集
団
の
、
あ
る
い
は
個
々
人

の
「
意
識
」
の
要
素
が
大
き
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
三
つ
を
学

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
日
本
企
業
と

し
て
「
意
識
」
を
ど
う
位
置
づ
け
、
そ

れ
を
活
性
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
議
論

で
き
ま
せ
ん
。
米
国
型
企
業
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

実
際
、
企
業
の
成
長
、
停
滞
、
衰
退

を
左
右
す
る
も
の
は
上
記
の
三
つ
で
は

な
く
「
意
識
」
で
あ
り
「
企
業
文
化
」

で
あ
り
「
行
動
規
範
」
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
社
風
、
気
風
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
る
か
？

こ
の
テ
ー
マ
を
皆
さ
ん
と
じ
っ
く
り
と

議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「経営者になろうとする意
欲が重要」と話す大橋講師

「実務重視の講義と塾生の実業をケースに
した演習で人財育成」と語る杉本講師。

今
後
の
課
題
：
塾
終
了
後
の
受
講
生
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
あ
る
い
は
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「グローバル時代、地球儀を睨みながらの戦略づ
くりを教える」と語る淺野講師（中央）

女性に安心を売る「あつまる不動産」の小泉
厚子代表（右）、司会をする小平講師（左）
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実
務
に
基
づ
く
知
見
を
出
し
あ
う

議
論
の
焦
点
は
「
現
在
多
く
の
日
本

企
業
は
迷
路
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
自

信
を
失
い
、
明
確
な
方
向
性
を
見
出
せ

な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
、
今
後
ど
う
切
り
開
い
て

い
け
ば
い
い
か
」
で
あ
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
は
学
術
的
な
も
の
で
も

政
府
の
白
書
の
よ
う
な
統
計
的
な
も
の

で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
実
務
経
験
に
基

づ
く
認
識
、
知
見
を
出
し
合
い
議
論
す

る
方
法
を
と
っ
た
。

90
年
代
の
初
頭
以
降
、
日
本
経
済
は

先
進
国
の
中
で
も
最
も
低
い
成
長
率
に

低
迷
し
、
日
本
企
業
も
国
際
的
な
競
争

力
を
低
下
さ
せ
て
来
た
。
こ
の
「
失
わ

れ
た
25
年
」
の
間
、
前
半
は
80
年
代
後

半
の
バ
ブ
ル
の
後
始
末
に
追
わ
れ
、
後

半
は
中
国
は
じ
め
ア
ジ
ア
新
興
国
に
世

界
市
場
を
奪
わ
れ
た
。

企
業
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
、

日
本
お
よ
び
日
本
企
業
の
成
長
を
阻
害

す
る
実
態
的
な
要
因
を
分
析
し
、
現
状

を
切
り
開
く
た
め
の
方
向
性
を
な
ん
と

か
見
つ
け
た
い
と
考
え
た
。

五
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定

第
一
の
テ
ー
マ
は
日
本
企
業
の
国
際

競
争
力
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
に
言
わ

れ
る
こ
と
は
、
低
コ
ス
ト
の
中
国
、
ア

ジ
ア
新
興
国
に
価
格
競
争
力
で
破
れ
た

と
か
、
製
品
、
技
術
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ

化
で
彼
ら
に
す
ぐ
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

さ
れ
製
品
寿
命
が
短
縮
化
し
、
研
究
開

発
と
設
備
投
資
の
収
益
が
低
下
し
た
と

か
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
結
果
で
あ
っ

て
原
因
で
は
な
い
。

二
番
目
の
テ
ー
マ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
世
間
で
随
分
議

論
さ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が

「
ま
だ
充
分
議
論
さ
れ
て
来
な
か
っ
た

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
う

ち
、
重
要
な
も
の
に
光
を
当
て
て
お
こ

う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
広
く
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
本
質
が
よ
り
浮
き
上

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

三
番
目
の
テ
ー
マ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
の
現
状
を
ど
う
認
識
、
評

価
す
る
か
」
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

対
応
を
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

英
語
化
と
考
え
る
の
は
問
題
の
矮
小
化

に
過
ぎ
る
と
し
て
も
、
経
営
ス
タ
イ
ル

の
米
国
化
は
広
く
、
か
つ
真
面
目
に
議

論
さ
れ
て
き
て
い
る
。
取
締
役
会
の
中

に
各
種
委
員
会
（
指
名
、
報
酬
、
監

査
）
を
設
置
し
、
社
外
役
員
の
増
員
を

行
っ
た
り
す
る
企
業
が
徐
々
に
増
加
し

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
経
営
の
実
務
書
の

多
く
は
翻
訳
も
の
だ
し
、
米
国
流
の
経

営
手
法
は
陰
に
陽
に
日
本
企
業
に
入
り

込
ん
で
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
本
当

に
米
国
流
の
経
営
手
法
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
時
代
の
日
本
企
業
に
適
し
た
も
の
な

の
か
？
そ
し
て
そ
れ
を
移
入
す
る
こ
と

が
日
本
企
業
に
と
っ
て
最
適
な
の
か
？

と
い
う
の
が
議
論
の
焦
点
と
な
る
。

四
番
目
の
テ
ー
マ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
お
け
る
事
業
展
開
の
実
務
的
課
題
や

戦
略
を
分
析
し
、
そ
の
教
訓
を
整
理
す

る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
や
東
ア
ジ
ア
、

東
南
ア
ジ
ア
な
ど
と
我
が
国
と
の
関
係

は
研
究
が
様
々
な
処
で
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
あ
え
て
議
論
し
な
か
っ
た
。

五
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
た
め
の
組
織
運
営
と
人
財
の
育
成

の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
は
日
本
的
経
営

の
文
化
的
バ
イ
ア
ス
、
例
え
て
言
え
ば

社
風
や
慣
行
、
評
価
に
関
わ
る
部
分
で

あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
行
う
上

で
、
展
開
国
に
お
い
て
摩
擦
の
起
こ
り

現在多くの日本企業は迷路から抜け出せない

研究会、前田座長（左）、大橋（中）、淺野（右）

2015年度（平成27年度）グローバル研究会
調査研究委員会

図７ 「実践的グローバル経営」 目次構成

【目次構成】

第Ⅰ部 日本企業のグローバル化の意義

第１章 日本企業のグローバル価値

「１０」の視点から日本企業のグローバル化を考察するなど

第２章 日本経済の成熟化と日本企業のグローバル展開
グローバル化に対応する現状の問題意識、国内のグローバル化の現状や

グローバル展開のマクロ的視点など

第３章 世界を認識する視座
グローバル経営に必要な基本的知識、三つの重要な視点、日本を巡る構造

変化、イスラム圏の世界経済に及ぼす影響など

第４章 日本型経営とグローバル化
明治以降の日本型経営のカタチ、日本型経営の変質とグローバル経営、日本型

イノベーション考、新日本型経営の方向性

第５章 グローバル事業展開のフレームワーク
事業展開の段階的マネジメント、日本企業の課題、中小企業のグローバル展開

とリスク、知財戦略、国際会計基準と国際会計標準など

第Ⅱ部 日本企業のグローバル化の状況

第６章 グローバル事業展開のケース・スタディ
日米貿易摩擦と日本の繊維企業、電気機器産業の苦闘、一般電子部品産業と

半導体の明暗、グローバル化と通信機器産業の変化など

第７章 低開発国におテク事業展開のケース・スタディ
日本型経営の良さ；アフリカでの実例、ブラジル・セラード農業開発から学ぶこと、

自動車静脈産業の途上国での展開など

第Ⅲ部 グローバル化の為の組織と人財

第８章 グローバル化の為の「組織と人」
グローバル展開の為の「組織と人」、リーダーシップ論における人間力、リーダー

シップ論におけるセンスウェア

第９章 あるべきグローバル人財と育成

研究委員によるグローバル人財についての座談会

実践的

グローバル経営
日本型経営の再構築と人財育成

アーネスト育成財団 編

図６ 「実践的グローバル
経営」 表紙イメージ

「
国
お
よ
び
産
業
、
企
業
が
抱

え
る
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

対
応
不
良
で
は
な
い
か
」
と
想
定
、

財
団
内
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会

（
座
長
前
田
光
幸
）
」
を
立
ち
上

げ
14
年
春
以
来
約
2
年
間
議
論
を

重
ね
て
き
た
。
研
究
会
は
理
事
長

を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
に

お
い
て
国
内
外
で
の
実
務
経
験
が

豊
富
な
者
６
名
か
ら
成
る
。
実
務

経
験
を
も
と
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
関
わ
る
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
議
論
し
た
。
そ
の
成
果
を
『
実

践
的
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
』
と
題
す

る
書
籍
（
図
６
、
図
７
参
照
）
と

し
て
出
版
す
る
予
定
。

グローバル研究の成果を問う
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（注１） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：グローバル』に後日掲載

調査研究委員会

や
す
い
処
で
あ
る
。
極
め
て
実
務
的
に

運
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

で
あ
る
。
あ
る
べ
き
論
だ
け
で
は
済
ま

な
い
し
、
正
解
も
な
い
。
こ
の
組
織
、

人
財
の
テ
ー
マ
は
政
治
、
文
化
、
宗
教

な
ど
多
岐
に
亘
る
議
論
に
な
る
。

日
本
人
は
戦
う
策
略
で
欧
米
人
に
劣
る

日
本
人
は
、
農
耕
民
族
で
共
同
体
社

会
の
中
で
営
々
と
文
化
、
技
術
、
制
度
、

意
識
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
狩
猟
民
族
、

遊
牧
民
族
と
し
て
富
の
収
奪
と
戦
い
に

明
け
暮
れ
て
き
た
欧
州
人
と
そ
の
末
裔

た
る
米
国
人
と
は
文
化
、
意
識
、
制
度
、

哲
学
を
異
に
す
る
。

日
本
人
の
集
団
で
社
会
的
価
値
を
継

続
的
に
作
り
上
げ
る
能
力
は
、
モ
ノ
づ

く
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
で
は
格
段

に
優
れ
た
特
性
を
持
つ
反
面
、
他
者
を

打
ち
砕
く
激
し
い
闘
争
心
に
裏
づ
け
ら

れ
た
戦
略
（
戦
う
策
略
）
面
で
は
明
ら

か
に
欧
米
人
に
劣
る
と
い
う
面
は
否
め

な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
日
本
人
の

特
性
の
長
短
を
じ
っ
く
り
考
え
、
そ
こ

か
ら
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

日
本
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
う
力
が
あ
る

「日
本
お
よ
び
日
本
企
業
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
社
会
の
中
で
富
の
創
出
努
力

を
続
け
、
後
戻
り
す
る
こ
と
の
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
世
界
の
中
で

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
く
。
そ
の

力
と
資
格
は
十
分
に
持
っ
て
い
る
」
と

い
う
の
が
当
研
究
会
の
認
識
で
あ
る
。

成
果
を
書
籍
に
ま
と
め
る

『
実
践
的
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
』
は
グ

ロ
ー
バ
ル
研
究
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ

た
レ
ジ
ュ
メ
を
全
員
で
議
論
し
、
そ
の

議
論
を
織
り
込
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
が
纏
め

た
。
構
成
は
４
部
か
ら
な
る
。
章
だ
て

の
詳
細
は
図
７
を
参
照
の
こ
と
。

【応募要項】 ・選考は、１次の書類審査、２次のプレゼンテーションからなります。
・事業計画をA3用紙一枚程度にまとめ、経営者の方の経歴・業績（A4用紙）と共に送付下さい。
・書類選考の上、対象者には詳細内容につき財団にて質疑を含めたプレゼンテーションを行って頂きます。
・選考の上、最終支援対象者の方には具体的支援について相談させて頂きます。
（注）応募戴いた書類は御返却致しません。なお、書類は本目的以外には使用致しません。

［書類送付先］ 〒151-0053 東京都渋谷区代々木１-57-2 ドルミ代々木704号
一般財団法人アーネスト育成財団 起業家支援応募係 行き

［問い合わせ］ 電子メール：office@eufd.org 電話：03-6276-6260、FAX：03-6276-2424

資金の支援が必要な起業家の方へ応 募
下さい 現在までにバイオ関連、電子部品関連、材料関連、環境用設備関連、福祉用設備関連企業の方々から

資金支援の申込みがあり、審査をいたしました。事業計画指導や審査継続中の案件も複数あります。

色
々
な
価
値
観
を
理
解
す
る

近
年
、
日
本
で
も
多
様
性
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
）
の
重
要
性
と
有
効
性

特
に
企
業
経
営
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト

を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
、
多
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
少
子
化
に
伴
う
労

働
力
不
足
を
補
う
女
性
活
用
や
、
企

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
外

国
人
活
用
が
背
景
に
あ
り
ま
す
が
、

私
が
40
年
前
に
米
国
赴
任
し
た
時
に

刺
激
を
受
け
た
一
つ
が
こ
の
多
様
性

で
し
た
。

ま
ず
職
場
で
は
、
セ
ー
ル
ス
部
門

や
人
事
部
門
の
ト
ッ
プ
は
女
性
で
、

人
種
も
白
人
、
黒
人
、
黄
色
人
種
、

中
国
人
、
中
南
米
等
多
彩
で
し
た
。

後
年
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
赴
任
し
た

際
は
、
更
に
イ
ン
ド
、
中
東
、
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ
な
ど
ア
ジ
ア
の
人
達
が

加
わ
り
そ
の
多
彩
さ
は
さ
ら
に
増
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
米
国
で
強
く
感
じ

た
の
は
、
女
性
や
外
国
人
活
用
に
限

ら
ず
、
普
通
の
人
達
が
持
っ
て
い
る

考
え
方
、
価
値
観
の
多
様
性
と
、
そ

れ
を
堂
々
と
主
張
す
る
態
度
で
、
私

に
と
っ
て
は
勇
気
と
言
っ
て
も
良
い

く
ら
い
で
し
た
。
当
時
は
多
様
性
と

い
う
言
葉
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
く

、
私
も
ど
う
表
現
し
て
良
い
か
分
ら

な
か
っ
た
の
で
「
外
人
は
偏
差
が
非

常
に
大
き
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
日
本
人
と
比
較
す
る
と

考
え
、
視
点
、
信
条
を
始
め
、
服
装

・
態
度
、
趣
味
ま
で
、
か
な
り
幅
が

あ
る
と
言
う
意
味
で
す
。

日
本
は
島
国
で
、
日
本
民
族
は

ほ
ぼ
均
一
民
族
で
似
た
よ
う
な
考

え
方
の
人
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
実
際
「
阿
吽
の
呼
吸
」

「
言
わ
な
く
て
も
分
る
だ
ろ
う
」

が
通
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
米
国

で
は
思
い
が
け
な
い
意
見
や
ア
イ

デ
ア
、
時
に
は
ク
レ
ー
ム
が
次
々

と
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
言
葉
、

言
語
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
当
に
色
々
な
人
が
い
る
事
が
当

た
り
前
な
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の

多
様
性
を
正
し
く
認
識
、
評
価
、

尊
重
し
て
真
摯
に
応
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

言
葉
で
き
ち
ん
と
「
あ
な
た
の

ア
イ
デ
ア
の
こ
こ
は
良
い
悪
い
。

理
由
は
云
々
と
か
。
あ
な
た
の
提

案
を
更
に
検
討
す
る
、
し
な
い

等
」
を
丁
寧
に
明
確
に
コ
メ
ン
ト

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
多
様
な
人
が
い
る
こ
と
が

職
場
に
も
社
会
に
も
刺
激
を
与
え
、

活
性
化
し
競
争
さ
せ
、
更
に
、
何

か
新
し
い
事
を
や
っ
て
や
ろ
う
と

言
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
加
わ
っ

て
米
国
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

多
数
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
ま
だ
男
性
社
会

の
色
濃
い
日
本
で
も
、
女
性
と
外

国
人
の
活
躍
の
場
が
も
っ
と
広
が

れ
ば
、
そ
れ
が
刺
激
と
活
気
を
与

え
、
新
た
な
文
化
や
社
会
変
革
を

起
こ
す
だ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て

い
ま
す
。

理事 杉本 晴重米国 多様性（ダイバーシティ）

グ
ロ
ー
バ
ル
体
験

海 外

（２）

（注１）

グローバル研究会
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誠実を伝える情報紙

ん
だ
。
起
業
か
ら
約
10
年
、
売
上
を
上

げ
る
こ
と
を
優
先
し
混
沌
の
ま
ま
走
り

続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
の

売
上
規
模
に
な
る
と
、
そ
の
や
り
方
に

限
界
が
出
た
。
「
何
と
か
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
悩
ん
で
い
た
時
に
、
塾
で

学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
た
。
朝
焼
け
が
起

業
か
ら
企
業
へ
と
転
換
す
る
時
の
代
表

的
な
施
策
を
整
理
し
て
い
る
。

微
細
ネ
ジ
締
め
ト
ル
ク
管
理
ド
ラ
イ

バ
ー
の
開
発
を
し
て
き
た
バ
ン
ガ
ー
ド

シ
ス
テ
ム
ズ
の
佐
藤
義
男
は
『
プ
ロ
ダ

ク
ト
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
へ
』
と
題
す
る
論
文
を
書
い

た
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
主
体
と
す
る
単
品

売
り
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
成
功
さ
せ
る
事

が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ

こ
で
自
社
で
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
と
組

合
わ
せ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

へ
と
転
換
し
た
。
原
点
に
立
ち
戻
っ
て

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
何
か
。

ま
た
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に

よ
っ
て
何
を
顧
客
へ
提
供
出
来
る
の
か

を
報
告
し
て
い
る
。

塾
生
４
名
の
報
告
は
貴
重
で
あ
る
と

と
も
に
、
西
河
技
術
経
営
塾
で
何
が
学

べ
る
か
の
報
告
で
も
あ
る
。
反
響
が
楽

し
み
で
あ
る
。

（
小
平
和
一
朗
）

コラム・事務局
一般財団法人 アーネスト育成財団 Earnest Upbringing Foundation

当財団は豊かで明るい持続的な成長をする日本づくりに寄与する

（注２） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載

魂
を
こ
め
る
と
結
果
が
変
わ
る

企
業
の
活
動
の
評
価
に
は
様
々
な

指
標
が
あ
る
。
業
績
、
株
価
、
技
術

力
、
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
、
社
長
の
評

判
、
社
員
の
評
判
等
々
。
組
織
運
営

の
評
価
は
何
で
測
れ
ば
良
い
の
か
。

長
年
の
企
業
活
動
の
経
験
か
ら
組

織
運
営
の
良
し
悪
し
を
測
る
物
差
し

は
、
社
員
の
満
足
度
と
組
織
の
効
率

が
有
益
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
人

間
が
主
体
で
行
う
仕
事
は
、
働
く
人

の
魂
と
気
持
ち
が
正
直
に
結
果
に
表

れ
る
。
い
か
に
与
え
ら
れ
た
仕
事
に

魂
を
込
め
、
喜
び
を
感
じ
て
取
り
組

む
か
で
、
結
果
は
大
き
く
変
わ
る
。

ベ
テ
ラ
ン
チ
ー
ム
と
新
人
チ
ー
ム

で
同
じ
仕
事
を
競
争
さ
せ
た
場
合
、

一
般
的
に
は
ベ
テ
ラ
ン
チ
ー
ム
が
勝

つ
は
ず
だ
が
、
新
人
チ
ー
ム
が
勝
つ

こ
と
が
度
々
起
こ
る
。
こ
れ
は
技
量

の
差
以
上
に
、
仕
事
の
結
果
に
影
響

す
る
因
子
が
人
の
体
の
中
に
内
在
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

問
題
を
発
生
さ
せ
な
い

効
率
の
良
い
組
織
は
、
速
く
仕
事

が
出
来
、
生
産
量
が
上
が
り
、
生
産

コ
ス
ト
は
下
が
る
。
し
か
し
、
問
題

が
発
生
し
た
ら
効
率
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
る
。
従
っ
て
、
問
題
が
発
生
し

な
い
よ
う
な
仕
事
の
や
り
方
を
決
め

て
、
社
員
の
教
育
訓
練
を
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

企
業
活
動
で
発
生
す
る
問
題
の
多

く
は
、
個
人
と
個
人
の
間
ま
た
は
組

織
と
組
織
の
間
で
発
生
す
る
。

例
え
ば
上
司
と
部
下
と
の
間
の
報

告
、
連
絡
、
相
談
が
円
滑
に
行
わ
れ

て
い
な
い
と
問
題
が
起
こ
る
。
設
計

チ
ー
ム
で
、
Ａ
ユ
ニ
ッ
ト
と
隣
接
す

る
Ｂ
ユ
ニ
ッ
ト
の
接
点
で
部
品
の
干

渉
や
抜
け
が
起
き
て
、
装
置
が
動
か

な
い
と
か
、
電
気
の
ハ
ー
ド
と
制
御

ソ
フ
ト
の
連
絡
が
悪
く
装
置
が
動
か

な
い
と
か
の
誤
動
作
と
な
る
。

複
写
機
の
開
発
で
は
、
装
置
で
対

策
す
る
の
か
、
消
耗
品
で
対
策
す
る

の
か
、
あ
る
い
は
画
像
プ
ロ
セ
ス
で

対
策
す
る
か
を
組
織
の
壁
を
越
え
て

関
係
者
の
間
で
十
分
す
り
合
わ
せ
な

い
と
コ
ピ
ー
不
良
が
発
生
す
る
。

い
か
に
間
抜
け
を
防
げ
る
か

市
場
で
品
質
ク
レ
ー
ム
が
生
じ
た

時
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
、
営
業
マ
ン
、

品
質
管
理
担
当
者
、
工
場
の
技
術
者

と
設
計
者
が
連
絡
を
密
に
と
っ
て
情

報
を
一
元
化
し
、
関
係
者
で
共
有
化

し
て
対
策
し
な
い
と
、
問
題
解
決
が

遅
れ
て
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
る
。

良
く
あ
る
の
は
「
こ
れ
は
私
の
部

門
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
責

任
逃
れ
を
す
る
輩
で
あ
る
。

企
業
活
動
で
は
、
こ
の
「
間
」
を

い
か
に
上
手
に
作
る
か
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
「
間
」
が
作
れ
な
い
人

を
「
間
抜
け
」
と
言
い
古
来
馬
鹿
者

扱
い
さ
れ
て
き
た
。
で
は
ど
う
し
た

ら
「
間
抜
け
」
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来

る
の
か
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
全
員
が
「
自
分
の
持

ち
場
以
外
に
も
手
を
伸
ば
す
リ
ー
チ

ン
グ
ア
ウ
ト
の
精
神
」
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
は
辞
令
が
出
た
ら
変
更

出
来
な
い
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

臨
機
応
変
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
チ
ー
ム

の
中
で
そ
の
業
務
ま
た
は
活
動
で
一

番
す
ぐ
れ
て
い
る
人
が
発
揮
す
れ
ば

良
い
。

連載：企業経営と新製品開発（最終回） 第11回 人を育てる組織運営術 研究員 坂巻 資敏

（注２）

第
二
期
生
の
４
名
が
書
い
た

論
文
が
一
般
社
団
法
人
日
本
開

発
工
学
会
（
大
江
修
造
会
長
）

の
学
会
誌
『
開
発
工
学
』
16

年
３
月
１
日
号
の
研
究
ノ
ー
ト

に
採
録
さ
れ
た
。

魚
屋
か
ら
居
酒
屋
ま
で
４
事
業
を
経

営
す
る
永
井
寛
子
は
『
老
舗
女
将
の
真

心
の
ブ
ラ
ン
ド
』
と
題
す
る
論
文
に
取

り
組
ん
だ
。
日
本
型
の
経
営
手
法
と
は

何
か
が
分
か
れ
ば
お
客
様
の
御
恩
に
報

い
る
事
が
で
き
る
。
塾
で
学
ん
だ
知
識

を
整
理
し
な
が
ら
、
女
将
が
取
り
組
む

「
魚
春
」
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
商
い
の

事
業
継
承
に
つ
い
て
論
じ
た
。

不
動
産
仲
介
業
の
鈴
木
義
晴
㈱
ス
プ

ラ
ッ
シ
ュ
代
表
取
締
役
は
『
不
動
産
仲

介
業
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
』
と
題
す
る
論

文
を
書
い
た
。
「
お
う
ち
ナ
ビ
」
ブ
ラ

ン
ド
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
動
産
に
特

化
す
る
こ
と
で
今
ま
で
と
違
っ
た
購
買

動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
取
り
組

ん
で
き
た
不
動
産
仲
介
業
の
ブ
ラ
ン
ド

構
築
方
法
と
感
動
価
値
の
創
出
に
つ
い

て
そ
の
体
験
を
報
告
し
て
い
る
。

介
護
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
小
泉
賢

貴
朝
焼
け
代
表
取
締
役
は
『
起
業
か
ら

企
業
へ
』
と
題
す
る
論
文
に
取
り
組

編集後記


